
Ⅰ　平成２２事業年度の主要な財務諸表等の概要

１．貸借対照表

（単位：百万円）

資産の部 負債の部
固定資産 17,117 (△ 23) 固定負債 1,403 (△ 66)
 (1)有形固定資産 17,100 (△ 16)  (1)資産見返負債 1,348 (△ 32)
　　 ①土地 11,617 (0)  (2)その他の固定負債 55 (△ 34)
　　 ②建物 5,513 (304) 流動負債 706 (190)
　　　　　　減価償却累計額等 △ 1,686 (△ 236)  (1)寄附金債務 57 (△ 2)
　　 ③構築物 636 (19)  (2)その他の流動負債 649 (192)
　　　　　　減価償却累計額等 △ 339 (△ 29) 負債合計 2,109 (124)
　　 ④工具器具備品 563 (27) 純資産の部
　　　　　　減価償却累計額等 △ 317 (△ 90) 資本金 15,977 (0)
　　 ⑤その他の有形固定資産 1,113 (△ 11) 　　政府出資金 15,977 (0)
 (2)その他の固定資産 17 (△ 7) 資本剰余金 △ 448 (40)
流動資産 595 (63) 利益剰余金 74 (△ 124)
 (1)現金及び預金 563 (56)
 (2)その他の流動資産 32 (7) 純資産合計 15,603 (△ 84)
資産合計 17,712 (△ 40) 負債純資産合計 17,712 (△ 40)
（注）．（　）内は、対前年度増減

２．損益計算書

（単位：百万円）

経常費用（Ａ） 3,476 (△ 208) 経常収益（Ｂ） 3,486 (△ 195)
 (1)業務費 3,336 (△ 208)  (1)運営費交付金収益 2,413 (△ 140)
　　 ①教育経費 452 (△ 209)  (2)学生納付金収益 818 (50)
　　 ②研究経費 197 (53)  (3)外部資金収益 39 (△ 18)
　　 ③教育研究支援経費 154 (37) 　　 ①受託研究等収益 5 (1)
　　 ④受託研究費 4 (1) 　　 ②受託事業等収益 14 (△ 16)
　　 ⑤受託事業費 13 (△ 16) 　　 ③寄附金収益 20 (△ 3)
　　 ⑥人件費 2,516 (△ 74)  (4)施設費収益 33 (△ 27)
　　　　　　　うち退職手当を除いた人件費 2,370 (△ 23)  (5)補助金等収益 22 (△ 94)
 (2)一般管理費 137 (1)  (6)その他の収益 58 (△ 5)
 (3)財務費用 3 (△ 1)  (7)資産見返負債戻入 103 (39)
 (4)雑損 0 (0)

臨時損益（Ｃ） 2 (△ 110)
当期総利益（Ｂ－Ａ＋Ｃ＋Ｄ） 12 (△ 131) 目的積立金取崩額（Ｄ） 0 (△ 34)
（注）．（　）内は、対前年度増減

平成 ２３年 １０月 １４日

金 額 金 額

平成２２年度国立大学法人奈良教育大学の決算について

金 額 金 額

　平成２２年度決算については、去る６月に財務諸表、決算報告書等を作成し文部科学省に提出し、この
ほど文部科学大臣の承認を受けましたのでここに公表いたします。
　なお、この財務諸表は、企業会計原則を基に教育研究という国立大学法人の特性を考慮した国立大学
法人会計基準等に従い作成しています。

理事（総務担当）　　　宮　﨑　秀　生

　本学は創設以来の学問・学芸を尊ぶ学風の下、高い知性と豊かな教養を備えた人材、とりわけ人間形
成に関する専門的力量を備えた有能な教育者を育てることを使命として運営しているところです。今後も本
学の更なる発展を期していくとともに、既定経費の一層の節減、外部資金の獲得や自己収入の増を図って
いくなど、大学として弛まぬ努力を重ね、国民や地域の人々の理解を得ながら教員養成大学としての責任
を果たして参りたいと考えています。

　平成22年度末現在の資産合計は、17,712百万円となっており、主な増加要因としては、理科２号棟改修
工事により304百万円増の5,513百万円、事務用電子計算機システム等の取得により27百万円増の563百
万円となっています。主な減少要因としては、工具器具備品の除却に係る分が11百万円減、建物減価償
却に係る分が236百万円減となったことが主な内容です。

　平成22年度の経常費用は、207百万円減の3,477百万円となっており、主な減少要因としては、教育経費
が前年度に特別支援学級、学生宿舎の改修工事を行ったことによる増額の減、受託事業数の受入減、教
員人件費の退職手当減などによるものです。主な増加要因としては、研究経費における理科２号棟改修
工事、教育研究支援経費における図書館改修工事に伴う移転作業などによるものです。
　経常収益においては、194百万円減の3,487百万円となっており、主な減少要因としては、運営費交付金
収益において退職一時金の支出減、受託事業等収益における受入件数の減、補助金収益におけるＧＰ採
択件数の減、教員免許状更新講習の受講者減などによるものです。主な増加要因としては、学生納付金
収益における入学者・入学志願者の増、その他の収益における学生宿舎改修に伴う料金改定による収入
　なお、当期総利益は、経常利益に臨時損益約2百万円を加えた12百万円です。



２．損益計算書

　経常費用 　経常収益

（注）．（　）内は、前年度割合

Ⅱ　奈良教育大学の財務状況

　　・損益計算書の退職手当を除く経常費用　３，３２９百万円　前年度比１５９百万円減　〔１６年度比１２７百万円増〕
　　・競争的資金及び外部資金収益　７１百万円　前年度比１７百万円の減　〔１６年度比１４百万円増〕

　平成16年度以降、退職手当を除く経常費用等の状況は次のとおりとなっております。

　また、平成16年度以降の競争的資金及び外部資金の獲得状況は次のとおりとなっております。

平成16～22年度 経常費用（退職手当除く）の推移
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